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　津波により大きな被害を受けた本市沿岸部の産業については、仮設工場、仮設店舗
等により事業再開を行い、販路拡大すべく鋭意取り組んでいる。被災したまちが復興
し従前の場所で本格再開を目指す上で、今こそ地場産品のＰＲと販売促進が不可欠と
捉えている。
　一方、被災したまちに定住人口と交流人口を増やす点からも、地域資源や自然資源
の復活を内外にＰＲし、本市の元気をアピールし相乗効果を目指していくことも重要
と考えている。
　以上の点から、津波により被災し関係方面の全面的な協力のもといち早く再開した
東北の空の玄関口である仙台空港に、名取市の物産と観光ＰＲの拠点を一定期間開設
し、そこを拠点に地場産品のＰＲと「閖上さいかい市場」や「ゆりあげ港朝市」、
「閖上日和山」等への案内誘導を図り、地場産品と地域資源等のプロモーション活動
に取り組むものである。
　具体的には、仙台空港ビルの空ブースに地場産品及び地域資源のＰＲと仙台空港利
用者等が本市の復旧・復興の歩みを見学できる臨時の「（仮称）名取市観光物産プラ
ザ」を開設するもので、かかる事業費を措置するもの。

　　〔計画概要〕
　　１　施設名称等　（仮称）名取市観光物産プラザ
　　２　計画場所　　仙台空港ビル１階貸室　27㎡（名取市下増田字南原地内）
　　３　事業費　　　賃借料　１，３２０千円（110,000円／月×12ヶ月）
　　４　開設予定期間　平成２６年度・平成２７年度
　　　　　　　　＊閖上地区のまちづくりの進捗によっては、１年延長を検討する。

　　５　申請事業費　　【平成２６年度】　１，３２０，０００円

　　６　〔参考：全体事業費〕
　　　　　　　　　　　　平成２６年度　　１，３２０，０００円
　　　　　　　　　　　　平成２７年度　　１，３２０，０００円
　　　　　　　　　　　　全体事業費計　　２，６４０，０００円

全体事業費 ２，６４０，０００円
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(41)　観光資源発掘・ＰＲ事業

細要素事業名 　地場産品・地域資源ＰＲ事業


